
　
浪
江
町
が
、
町
役
場
本

庁
舎
の
南
側
駐
車
場
に
整

備
を
進
め
て
き
た
仮
設
商

業
共
同
店
舗

「ま
ち

・
な

み

・
ま
る
し
ぇ
」
が
10
月

27
日
、
待
望
の
オ
ー
プ
ン

を
果
た
し
た
。
同
町
で
は

来
年
３
月

を
目
標
に

す
る
避
難

指
示
解
除

を
前
に
、

11
月
１
日

に
は
準
備

宿
泊
も
ス

タ
ー
ト
し

た
こ
と
も

あ
り
、
町

民
の
利
便

性

が

高

く
、
交
流

を
図
る
こ

と
の
で
き

る
施
設
と

し
て
期
待

が
寄
せ
ら
れ
る
中
で
の
船

出
と
な
っ
た
各
店
舗
。
施

設
で
は
、
懐
か
し
い
顔
、

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
の

味
、
特
産
品
と
の
”
再
会

”
を
喜
ぶ
町
民
の
姿
が
見

ら
れ
た
。

　
施
設
は
鉄
骨
平
屋
２

棟
、
ト
イ
レ
棟
か
ら
成
る
。

延
べ
床
面
積
は
約
７
０
０

平
方
㍍
で
、
飲
食
店
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
カ
フ

ェ
な
ど
、
10
事
業
者
が
出

店
し
て
い
る
。

　
浪
江
町
の
名
物
と
し
て

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
る
な
み
え
焼
そ
ば
の
出

来
立
て
を
味
わ
え
る
店
舗

も
登
場
し
た
ほ
か
、
浪
江

町
商

工
会
の
運
営
す
る

「
ミ
ッ
セ
な
み
え
」
で
は
、

震
災
前
に
町
内
で
営
業
し

て
い
た
呉
服
店
や
生
花
店

な
ど
の
ほ
か
、

「大
堀
相

馬
焼
」
の
品
々
も
そ
ろ
っ

て
い
る
。
日
用
品
や
食
料

品
、
特
産
品
な
ど
、
数
々

の
品
ぞ
ろ
え
に
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
喜
び
の
表
情
を

見
せ
て
い
た
。

ＥＦＲＵ

オ
ー
プ
ン
し
た
ま
ち

・
な
み

・
ま
る
し
ぇ

浪
江
町
の
名
物
も
販
売
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営
農
再
開
１
年
目
、

稲
作
に
係
る
、
ほ
ぼ
す

べ
て
の
作
業
が
終
わ
っ

た
。
収
量
は
約
５
５
０

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
予
定
通

り
だ
。
放
射
性
物
質
の

検
査
も
ク
リ
ア
、
全
部

が
１
等
米
の
評
価
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
農
作
業
納
め
と
も
、

収
穫
祭
と
も
い
え
る
よ

う
な
試
食
会
を
上
繁
岡

水
田
復
興
会
内
で
行
っ

た
。
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
作

っ
た

ほ

か
、
餅
を
つ
き
、

小
豆
や
雑
煮
な
ど

で
味
わ
っ
た
。

　

「自
分
た
ち
で

５
年
ぶ
り
に
作
っ

た
米
は
、
や
っ
ぱ

り
お

い
し

い
な

ぁ
」
。
復
興
会
代

表
の
佐
藤
充
男
さ

ん
は
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
た
。
育
て
た

「天
の
つ
ぶ
」
は

つ
や
、
食
味
共
に
良
か

っ
た
が
、
仲
間
た
ち
と

作
っ
た
こ
と
が
、
味
わ

い
深
さ
、
う
ま
み
を
倍

増
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。

　
佐
藤
さ
ん
た
ち
の
田

ん
ぼ
を
取
り
囲
ん
で
い

た
山
々
は
、
い
つ
し
か

赤
や
黄
色
に
色
づ
き
、

冬
支
度
に

一
歩
ず
つ
近

づ
い
て
い
た
。
５
年
ぶ

り
の
営
農
再
開
で
、
心

労
は
絶
え
な
か

っ
た

が
、
佐
藤

さ
ん
は
、

来
年
も
ま

じ
め
に
米

を
作
ろ
う

と
、
前
を

見
て
、
進

み

続

け

る
。
そ
れ

が
、
住
民

の
帰
還
に

つ
な
が
っ

て
く
れ
る

こ
と
を
願

い

な

が

ら
。



　

「復
興
支
援
　
楢
葉

・

広
野
紅
葉
サ
イ
ク
リ
ン

グ
」
が
11
月
５
、
６
の
両

日
、
広
野
町
、
楢
葉
町
を

会
場
に
行
わ
れ
た
。
自
転

車
で
町
内
各
地
を
巡
り
な

が
ら
、
双
葉
郡
の
自
然
に

触
れ
る
と
と
も

に
、
復
興
の
現

状
を
見
て
も
ら

い
、
地
元
の
人

た
ち
と
交
流
す

る
こ
と
で
、
地

域
へ
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
、
復

興
を
後
押
し
し

よ
う
と
い
う
も

の
で
、
首
都
圏

な
ど
か
ら
の
約

40
人
の
参
加
者

が
駆
け
抜
け
、

さ
わ
や
か
な
汗

を
流
す
と
と
も

に
、
両
町
の
今

を

肌

で
感
じ

た
。

　
近
年
愛
好
者
が
増
え
て

い
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
県

内
唯

一
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル

「楢
葉
町
サ

イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
を
拠
点
に
、
自
転
車

を
通
し
て
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
作
り
、
復
興
へ

つ
な
げ
よ
う
と
、
楢
葉
町

振
興
公
社
や
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
南
会
津
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

（南
会
津

町
）
、
F
U
R
E
相
双
地

域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
な
ど

が
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
準
備
を
進
め
、
初
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
１
日
目
は
J
R
広
野
駅

を
出
発
、
整
備
作
業
の
進

む
防
災
緑
地
を
見
学
し
た

り
、
浅
見
川
渓
谷
や
大
滝

な
ど
の
自
然
に
触
れ
た
。

天
神
岬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が

同
日
の
ゴ
ー
ル
で
、
懇
親

会
も
行
わ
れ
、
参
加
者
が

交
流
し
た
。
２
日
目
は
天

神
岬
か
ら
、
木
戸
川
渓
谷

や
木
戸
ダ
ム
な
ど
を
巡
る

と
と
も
に
、
コ
ン
パ
ク
ト

タ
ウ
ン
の
整
備
の
様
子
も

臨
ん
だ
。

　
２
日
間
の
走
行
距
離
数

は
約
60
キ
ロ
で
、
豊
か
な

自
然
を
満
喫
す
る
と
と
も

に
、
町
職
員
た
ち
か
ら
復

興
の
現
状
を
聞
く

こ
と

で
、
理
解
を
深
め
た
イ
ベ

ン
ト
に
。
実
行
委
員
会
で

は
、
今
後
も
同
種
の
事
業

を
企
画
し
て
い
る
。

　

「川
内
村
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
も
、
引
き
続
き

応
募
作
品
を
募
集
し
て
い

る
。
締
め
切
り
は
来
年
１

月
20
日

（郵
送
は
当
日
消

印
有
効
）
。

　

「川
内
村
の
魅
力
発
見

～
写
真
撮
り
さ
、
川
内
村

に
来
て
く
ん
ち
ぇ
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
村
の
人
、
風

景
、
自
然
な
ど
を
収
め
た

作
品
を
募
集
し
て
い
る
。

　
作
品
は

「風
景
部
門
」

「人
物
・イ
ベ
ン
ト
部
門
」

の
２
部
門
で
開
催
。
１
人

各
部
門
２
点
ま
で
応
募
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
川
内
村
で
撮
影
し
た
、

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

　
審
査
委
員
会
の
審
査

で
、
最
優
秀
賞
１
点
、
部

門
優
秀
賞
各
１
点
、
審
査

員
特
別
賞
１
点
、
入
選
数

点
な
ど
が
決
ま
る
。
最
優

秀
賞
に
は
賞
状
、
賞
金
５

万
円
、
川
内
村
特
産
品
、

か
わ
う
ち
の
湯
入
浴
券
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

　
応
募
先
、
問
い
合
わ
せ

は
川
内
村
役
場
総
務
課
企

画
制
作
係
＝
〒
９
７
９
―

１
２
９
２
川
内
村
大
字
上

川
内
字
早
渡
11
の
24
、
電

話
０
２
４
０

（38
）
２
１

１
１
、
フ
ァ
ク
ス
０
２
４

０

（38
）
２
１
１
６
＝
ま

で
。
　

意
気
揚
々
と
走
る
参
加
者
。中
に
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
姿
の
人
も
＝
広
野
町

木戸ダムでは青空の下、参加者同士で記念撮影

　
相
双
地
域
支
援
サ

テ
ラ
イ
ト
は
11
月
15

日
、
事
務
所
を
楢
葉

町
の

「あ
お
ぞ
ら
こ

ど
も
園
」
か
ら

「
楢

葉
ま
な
び
館
」

（
楢

葉
南
小
校
舎
）
へ
移

転
致
し
ま
し
た
。

　
新
住
所
は
下
記
の

通
り
で
す
。
双
葉
地

域
と
大
学
を
つ
な
ぐ

新
拠
点
と
し
て
、
今

後
よ
り

一
層
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
寄
り
添

っ
た
支
援
活

動
な
ど
、
各

種
事
業
を
展

開
し
て
参
り

ま
す
。
今
後

と
も
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

【移転先新住所】
双葉郡楢葉町下小塙麦入３１
（楢葉まなび館内）


